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南方型牧草 (ロ ーズグラス)の適応性に関する試験

笹 原 忠 幸 。白 田 尚 。伊 藤 房 治

(山 形 県畜試)

1ま え が き

本県平野部の牧草地は, 7月 下旬から8月 中旬の盛耳

期に生育の停滞が目立ち,特に高温と干ばつ,病害など

が加わった場合に箸しく,いわゆる夏枯れ現象を呈し,

生草需給上いろいる問題となる。

この対策の一つとして,夏期高温に強い南方型牧草を

飼料作物輸換に取り入れ,年間を通して生草生産の平準

化,な らびに高位生産を図ろうとするものである。

これまでの試験により代表的な3種の南方型牧草 (ロ

ーズグラス,ダ リスグラス,パ ヒアグラス)の適応性比

較の結果,ロ ーズグラスが最も優れ,その播種期は 5月 下

旬から6月 上旬にあり,高刈りの方が風乾物収量が高い

などのことがわかった。引続いて,ロ ーズグラスは 1.

2番草が軟弱で倒伏性が強く,再生障害などを起し易い

欠点があるので,刈取草丈による収穫適期について検討

し,さ らに現在栽培されている1年生飼料作物と比較し,

コーズグラスの飼料作物における位置について検討し,

また,牧草との嗜好性調査も行なったので報告する。

第 1表  刈取時期 お よび生育期間

表 刈取革丈,ステージ,倒伏状況

2 試験方法および結果

1 ローズグラスの収穫適期に関する試験

に)試験方法

A 区制および面積 :1区 10″, 4反覆,乱塊法

B 区分 :刈取時草丈50Cπ ,70`π ,90m, 110CZの 4

処理 (但 し,規定草丈前開花の徴ある時は開花前),

刈取高さ8～ 10い

C 供試草種および播種 :ロ ーズグラス (市販)系統

不明, 6月 27日 ,α 当り 150′ 撒播

D 施肥量 (た,/α ):N15,P20515, K20
15(それぞれ%量は追肥),消石灰 60,堆肥 1000

2 試験結果

〔).生育調査

発芽試験の結果ti18%で低かったが,圃場において

は,高温と適当な降雨に恵まれ,播種後 6日 で発芽揃と

なり,その後の初期生育も順調であった。

刈取時期,生育期間,刈取時草丈,生育ステージ,倒

伏状況は第 1,第 2表のとおりである。各処理とも9月
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第3表 年間生草収量 α″ク) 第 5表 年間風乾物収量 ←″α)

第4表  1日 当り生草収量 Oa/α ) 第 6表 風 乾 率
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第 1図 年間メ1取草丈別収量

中旬以降の再生,お よび 9月 下旬以降の仲長はほとんと

見られず,当地における生育の限界時期と思われる。90

`π
,110"刈取区では,出穂,開花して草質も硬化し,ま た

任l伏 も多く,青刈りとしては完全な刈遅れ状態であった。

②)収量調査

A 生草収量

処理ごとの年FF3生草収量は第 3表 ,第 1図のとおりで

ある。

90Gπ 区がα当り 647に,と 最高値で,70θπ区がα当り 5

82りで最も低 く,他の3処理と有意差があった。これは

生育期間が50επと70m区が84日 ,90帥 と 110卸 区が約 1

00日 (実質生育)間であり,生育期間が長短二つに分

れ,夫々でより適合した処理区が高 く表われたものと考
えられる。

1日 当り収量は第 4表のとおりであり,草丈の短い処

理区ほど高い。1番刈りだけはその反対で2,3番刈りと

交互作用にある。これは刈取時草丈の短い方が次の再生

力を増し,収量差となって表われたためと考えられる。

B 風乾物収畳

年間風乾物収量は第 5表のとおりである。最高が911Cπ

区¢当り 1200切で,刷抵が50。π区¢当 り960に,で あ

る。また50鍬 ,70。π区と90θ滋,■ Oσπ区との間には有意差

があり,刈販時草丈が高くなるにつれて風乾物収量が高

くなる傾向にある。このことは第 6表の風乾率でさらに

明確である。 1日 当り風乾物収畳では確かな傾向は認め

られなかった。

2 ローズグラスと一年生背ヌ1飼料作物の比較

試験

に, 試験方法

A 区制および面積 :1区60/, 1区制全刈測定

B 供試作物および播種 :第 7表のとおり

C 収穫法 :各作物の最高収量時刈取り

D 施肥量 (た,/α )N15, P2o515,K,015

`そ
れぞれ%量は追肥),消石灰 60,堆肥 5000,
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供 試 作 物 名 α当り播種量 播  種  法 雛 月日 摘 要
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早ばつ,種子不良のため再播種

7月 4日  中耕培土

第 表 供 試 作 物 お よ び 播 種 (α 当り)
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第 10表 量 Cり /α )
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2)試験結果

A 生育調査

発芽状況は,テ オシントを除き順調で特に自ピエ,ス
ーダングラスが良かった。初期生育もテオシントが不斉

―で緩慢であったが他は良好であった。

刈取時期および生育期間は第 8表のとおりである。作

物により生育期間,刈取回数が異なるので年間としての

比較よりは一期作間の比較として扱 う方が妥当と考えら

れる。刈取時草丈,ス テージは第 9表のとおりである。

利用法としてはデントコーンはサイレージ用,その他は

青刈用として用いた。

B 収畳調査

Иl 生草収量

生草収量は第10表のとお りである。ソルゴーがα当り

1,142場で最高を示し,ロ ーズグラスは青メJヒ エの次

に収量が低く,他の夏型飼料作物に比して高収量にある

とは云い難い。しかし,年間 3回刈取可能で,時期的変

動が最も少なく,ス ーダングラス,ヒ エと共にモーア収穫

可能で,機械化,省力化の可能亡が強い。 1日 当り1又量は

生育期間が異なるので正確な比較はし難いが,デ ントコ

ーンがα当り114ん ,で最も高く,次いでソルゴーで,ロ

ーズグラスはテオシント,スーダングラス程度である。

FI 風乾物収量

風乾物1又量ならびに風乾率は第11表のとお りである。

ローズグラスの風乾物収量はα当り 1251りで, ソ′レゴ

ーはその 22倍,デ ントコーンは 16倍,ス ーダングラ

第 8表 収穫時期および生育期間 第9表 刈取時草丈および生育ステージ
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年  間 α′/α ) 1日 当り 0ノ 10α )

44 41  47

110 81  23

170 41 102

78針 83

45 31 45

第 11表 風乾物収量ならびに風乾率

作 物 名

計 又 は 平 均
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ス 14倍で相当な差があった。 1日当り風乾物収量なら

びに風乾率においてもローズグラスは他の青刈飼料作物
に比較して低い。

3 ローズグラスの嗜好性調査

L}試験方法

A 供試牛;場内スタンチョン繋養,ホルスタィン種

3頭 (内 ,搾乳中2,乾7t中 1)

B 供試品種

3番刈混数 草 (オ ーチャー ド,アルファルファ,

レッドクローパ),品質中程度と3番メ1リ ローズグ

ラス,品質良

C 測定方法

第 1回  1頭当り牧草 15た,を一斉給争し,食いつく

した直後直ちにローズグラス15t,給 与

第 2回  1 9Jl当 リローズグラス15に,を―斉給与し食

いつくした後直ちに牧草15た,給与

各回とも3日 間昼の飼付時に実施し,それぞれの採食

所要時間と採食量をlll定 した。

●)試験結果

第 1回 ,第 2回の採食状況は第12表のとおりである。

前半はローズグラスの没与量151r9を 全部食下し,採食時

間も343分で短いが,牧革は126化 ,で,採食時間も390
分で長かった。後半は牧草の後に与えられたローズグラ

スは138切採食し,前半の牧草より多く食した。一方, ロ

ーズグラスの後に与えた牧草は 52旬と日立って減少し

た。毎分採食量も牧草よリローズグラスが多かった。全体

で第 1回が第 2回 より,採食量,所要時間,毎分採食量と

も多かった。採食時観察による牛の動態からしても明ら

かに牧草よリローズグラスの方を好む傾向が見られた。

4む  す  び

1. ローズグラスの草丈による収穫適期は, 1番刈り

で50θπ, 2番刈りで511～ 70C籠 , 3番刈以降は生育期間を

延ばし利用することが望ましい。

2 ローズグラスは長草型の青刈飼料作物 (ツ ルゴー

,デ ントコーンなど)と比較して,収量は劣るが,作 り

易さ,利用し易さ,生産平衡性などの面で勝れたものを

持っている。

3 ローズグラスの嗜好性は,混播牧草と比較して劣

るものではなかった。
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